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b 志津川 (第 1年 目 )
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一方,志津川 では第 1年 目のため施設機械類等の購
入がかさばったため 1“.596円 の赤字であった。

これからみると本事業は将来は採算がとれる事業で

あると考えられる。

以上のことから,大部屋方式の空調式 を使用 して水

稲青苗を実施する場合,発芽～緑化はもちろんのこと
発芽のみ実施するのも有効な方法であり,使用後の蚕

作の被害も無く,使用回数 を多 くするに伴い経営的に

も採算がとれる事業であることが判明 した。
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2段循環飼育装置の導入と効率的暖房法による育蚕技術
河 端 常 信

(岩手県蚕業試験場 )

1ま え が き

寒冷地では春・ 晩秋蚕期の低温に対する育蚕対策が

重要な課題である。 しか し現状の養蚕用飼育施設・ 曖
房法は多 くの経営・技術的問題 を内在 している。それ

で飼育施設・経費 を節減 し, しかも効率的な曖房効果

をあげられるような暖房装置を試作 した。 さらに労働

生産性の向上 と空間利用の効率をも考慮 して曖房装置

内に 2段循環飼育装置をセットし育蚕技術および徴気

敏特性などについて検討するとともに経済性について

も試算 した。

2試 験 方 法

5箱飼青規模 (255%X2α 32 πX225 π )の 2段
循環飼育装置 (壮蚕用 )を 導入 し,飼育機をドーム型
に覆 うテント内に直接 LPガス曖房機のダクトを引き
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こんで曖房できるようなユニット曖房蚕飼育装置 を試

作 した (第 1図 )。 本装置で 1日 2回給桑条桑育又は

切断条桑育を実施 した。上族は自然上族法とし,族 は

そのまま後片付け した後の飼育機上に保護 した。

3 試 験 結 果

1 暖房時における徴気象特性
YH-25型 LPガス暖房機 を利用 し,tiニ ール・ グ
タトを飼青器内に導入 し温風を直接吹きこんだ場合 ,

夜間曖房中 24～ 25Cを ほぼ同一水準で保つことが
できた (第 2図 )。 この場合,蚕座前方 (4π部分 )
に比べ後方 (16″ 部分 )では約 lC高い傾向 を示
した。器内温度の推移をみると特異的であり,蚕座前

(ユニッ曜 房蚕飼育装置)

第 1日  飼育装置の概要図
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第 2日 外気象下におけるユニット暖房蚕飼育装置内温湿度の経時的変化

では暖房中 87¢ 前後で推移するが, 後方では暖房直

後上昇 したものが次第に下降線 をたどり朝方には
`2

¢まで低下した。なおLPガ ス暖房では器内 C02ガ ス

濃度は 02～ Q3%と 低 く蚕児飼青には支障なかった。
2 育蚕成績・ 労働能率
4ア ～ 49年 の各蚕期に飼育 した結果では, 良好な

成績であり,繭糸質についても普通育と大差なかった

(第 1表 )。 対照区 (屋外テント又は蚕室・ 多段循環

飼育機による切断条桑育 )に比べて 4・ 5令経過 日致

が短く,用 桑量 が 少なく,収繭量が多 く,蘭重が重
く,繰糸成績も良好であった。 2段循環飼育機を利用

した場合,条桑で飼育 してもよいが,カ ノターで切断
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第 1表  飼育・収繭・ 繭糸質成績
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注 )内 は箱当 り収南量 を示す。

条桑 をつくり給与すると条桑育に比べ 15%程 度労働

時間が節減 される。 切断長 を 15"と すれば蘭重の軽

量化防止となり,ま た暖房効果が高いので自然上族の

登族率も良好であった。

3 経 済 性
ユニット暖房機械化体系における上繭 1″ 当 り生産

費は 1,509円 であり, 1時間当 りの労働報酬 を 250円

以上望むならば 1.600円 以上の蘭価で採算が
=|き
合う。

なお燃費について蚕舎曖房と比べると
`5¢
に節減さ

れる。

今後の問題 としては,本 装置 を直接露天に設置する

と耐風性に欠ける点がみ られるので,こ の点 を改善す

れば普及性はきわめて高いと考 えられる。

山間高冷地における桑の葉質と蚕児の発育について

深 瀬 悦  男・ 中 島 栄―郎
(山形県蚕業試験場 )

1ま え が き

山形県内の農業構造改善事業などによる新養蚕団地

はほとんど山間高冷地に多く造成されているが, これ

らの地帯では作柄が不安定で,そ の一因は不結繭蚕お

よび死ごもり蚕などの発生が多いからであると言われ

ている。 しかしなが らそれ ら作柄不安の原因が何に基
因するものかは不明である。

そこで昭和 48年 に石井 等 (山形県蚕業試験場 )が

桑業の発育特性ならびに飼育環境,技術の面からその

原因を究明するため,山 間高冷地 と平坦地との間で桑

葉ならびに蚕児を5令 から交換 しあって飼育試験を行

なったところ,化蛹歩合が,山 間高冷地の桑 を給与 し

た場合,平坦地の桑を給与 した場合より低い傾向が認

められたことを報告 している。

筆者 らは,山 間高冷地の桑 と平坦地の桑に,蚕児の

発育に影響 し,か つ作柄に影響するような葉質の差異

があるかどうかを比較するため,蚕児の就眠性利用に

よる葉質判定試験ならびに, あわせてそれ らの桑葉を

用いて飼育試験 を行なったところ,二 ,三の知見が得

られたので報告する。

なおこの試験は農林省総合助成の不結繭蚕・繭中ヘ

い蚕の防除技術確立試験 (昭和 48年～昭和 50年 )

により,福島県蚕業試験場,宮城県蚕業試験場 と行な


